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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉
　�2：28　１．チャイム

　�2：30	 ２．点　鐘 ……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．食　事

　�2：45	 ８．会長挨拶並びに会長報告

	 ９．新入会員挨拶
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会員

	 �0．お祝い

	 　（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ��．幹事報告

	 �2．出席報告

	 �3．委員会報告

	 �4．ニコニコボックス報告

	 15．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 （８／12）……

	 　休　会（クラブ定款第６条第１節（c））

	 （８／19）……卓話

	 　講師　刈谷警察署　署長　三好　正則 様

（紹介者　天野　櫻子 会員）

２．クラブフォーラム………〈ロータリー財団委員会〉

　�3：00	 卓話　「寄付金の使われ方～世界でよいことをしよう」

	 講師　地区ロータリー財団資金推進委員会

	 　　　　副委員長　久米　博明 様

（紹介者　毛受　　豊 会員）

	 �6．謝　辞

	 �7．点　鐘……〈会　長〉

	 �8．閉会宣言

　�3：30	 �9．散　会

第2813回例会プログラム

［当年度＝５回目；当月＝１週目］

2013年（平成25年）８月５日㈪

ゲ ス ト

新入会員予定者　　内
ない

藤
とう

　　昇
のぼる

様

出 席

会員総数　97名　　出席免除　28名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　90名

欠　席　７名　　出席率 92.22％

前々回（７／22）の修正出席率 �00％

会 長 報 告

１）７月3�日、水曜日に刈谷市長表敬訪問をしてまい

りました。

幹 事 報 告

１）本日、新入会員２名が入会されましたので会員数

は97名となりました。浅岡会員、豊田会員共に会場

委員会への配属になります。

２）８月のロータリーレートは１ドル�00円となりま

した。

３）ガバナー事務所より�0月�9日㈯・20日㈰開催の

ロータリー日韓親善会議の案内が届いております。

参加申込が８月�6日までとなっていますので御希望

の方は幹事又は事務局までお申し出下さい。

４）本日例会終了後、理事会が開催されますので、関

係者の方はお集り下さい。

委 員 会 報 告

●雑誌委員会

１）「ロータリーの友」８月号に第２回目のロータリー

希望の風奨学金報告が４ページにわたって書かれて

おります。ぜひ一読して頂き、今後とも本プログラ

ムを見守って下さいますと共に折にふれ東日本大震

災を思い出して下さいますよう、よろしくお願い申

し上げます。

創立　�954年３月８日

承認　�954年３月30日

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　�2：30 ～ �3：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2���

　　　　　　FAX〈0566〉25-2���

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　鈴 木 　 豊

幹 事　小 川 耕 示

会報委員長　丹 羽 　 克 誌

20�3 ～ 20�4年度　国際ロータリー　ロンD. バートン 会長テーマ

Engage	Rotary	Change	Lives　ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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●社会奉仕委員会

１）恒例となっております「ひかりの家バザー」に対

するバザー品の提供をお願いします。お盆休み明け

の８月�9日または８月26日の例会時に集めさせて頂

きます。品物あるいは現金3,000円の提供をお願い

致します。

会 長 あ い さ つ

歴史の中に眠る刈谷市最古の井ヶ谷古墳
鈴木　　豊

　今から�500年位前にあたる６世紀

前半、井ヶ谷に刈谷市で最初の古墳

が築造されました。その場所は井ヶ

谷の最北西部、境川沿い高台で、直

径20mの円墳で、その近くに７つの

塚があったと市史に記されています。

　この当時は、大和朝廷が全国を制

し、１つの国家が生まれる黎明期。朝廷のもと、地方に

は豪族がおり、その配下の有力者が集落を取りまとめて

いました。力のない集落は、力のある集落に吸収される

力の時代でした。

　境川の河口、衣浦湾にほど近い井ヶ谷は豊穣な土地

で、人々は稲作に勤しみ、時には海の恵みの恩恵にも授

かっていました。竪穴住宅で暮らす人々にとって、集落

の長は祭を司る神の使い。他集落からの襲撃を守る唯一

の存在であり、絶対的な権力を持っていました。権力者

が亡くなれば、古墳を作ることは、大和地方のみならず、

全国各地で行われた時代です。井ヶ谷の人々も総出で穴

を掘り、棺を納め、土を高く盛り上げました。ほとんど

道具のない集落の人々にとっては、途方もない重労働で

あったに違いありません。太陽が頭上にあるときは汗を

流し、西に傾くと闇と獣との戦いであったと想像できま

す。それを恐れることなく、人々は連日鍬を振るい、土

を盛り上げたのです。

　そして古墳が完成すると、集落の全員で喜び合いまし

た。「集落はすべての悪霊から守られる」と。夜を徹し

て火を焚き、喜びの一夜を踊り尽くしたのでしょうか。

　古墳は集落の長のシンボルとして、また集落の守護神

として称えられ、長く守り継がれてきました。しかし、

長い歳月の中で風化し、単なる丘となってしまいました。

そのため、大正時代の土取り工事によってその姿を失っ

てしまいました。井ヶ谷古墳跡が確認されたのは、それ

から38年後の昭和35年のことです。

　私は、いま、その地に立っています。�500年前の面影

を感じさせるものは、何一つありません。唯一「大塚」

という小字名と海へ帰る鳥の鳴き声がタイムスリップさ

せてくれました。

お 祝 い

８月の会員の誕生日…加藤英二、今村順、市川裕大、鈴

木文三郎、塙栄一会員

配偶者の誕生日…小林久美子（祥浩）、室殿陽子（豊）

都築八月（浩介）、野村治子（紀代彦）、神谷美保（強）、

丹羽朋恵（克誌）様

８月度結婚記念日…關淳之会員

８月度入会記念日…津田鎭輔、馬場理好、室殿豊、三品

康雄、桂木正樹、石川覚雄、松井秀仁会員

クラブフォーラム

卓話　「寄付金の使われ方
　　　　　 ～世界でよいことをしよう」

	 地区ロータリー財団資金推進委員会

	 　　　　副委員長　久米　博明 様

　20�3年―20�4年のクラブ方針に基

づく重点実施事項の１つでもある、

ロータリー財団と米山奨学会への寄

与について理解を深めて頂くために、

「寄付金の使われ方」をご説明させ

て頂きます。

１．ロータリー米山奨学金への寄与の増進を図る

①㈶米山記念奨学会とは

　�967年７月１日、文部省（現在の文部科学省）の

許可を得て設立される。日本に在留している外国人

に対し、日本全国のロータリアンの寄付金を財源と

して、奨学金を支給して支援する民間の奨学団体で

す。米山記念奨学会の財源は全国のロータリアンか

らの寄付金であり、理事会は全34地区から選出され

た理事で構成されている。

②米山記念奨学会の特徴

　年間の奨学生採用数は約800人（通常の奨学財団

では、数人～ 30人程度）、国内では最大の民間奨学

事業です。世話クラブ・カウンセラー制度により奨

学生との交流を深め、彼らの日本での生活が心豊か

なものになるよう配慮しています。

③寄付金と財政の状況

　前年度の寄付金は約�3億2,500万円となりました

（前年度比2.4％増）。頂いた寄付はすべて奨学事業

のために使われます。

２．ロータリー財団へ積極的に貢献する

①ロータリー財団とは

　正式には国際ロータリー（RI）のロータリー財団	

です。ロータリー財団はロータリアンからの寄付を

原資として国際ロータリーが果たすべき「地球、全

国、国際の各人レベルの人道的、教育的奉仕活動」

を行う組織です。そして国際ロータリーはロータ

リーの綱領とロータリーの使命を遂行し、世界理解

と平和を達成する努力をしています。
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②財団寄付の種類

　ⅰ年次寄付、ⅱ恒久基金寄付、ⅲその他、使用指

定寄付、大口寄付

　一般にロータリーの皆様はロータリー財団と聞け

ば、すぐに「寄付」と思われるでしょう。事実、大

多数の皆様は「年次寄付」として毎年１人�00米ド

ル以上の寄付をされ、さらに「恒久基金寄付」と

して�,000米ドルを寄付された方も多いと思います。

またポリオ撲滅の寄付もされています。しかし、ロー

タリアンがロータリー財団とは何か、活動内容（プ

ログラム）や寄付されたお金の使い道、お金の流れ

などについて、よく理解されている方は比較的少な

いのではないかと思います。ロータリー財団のこと

をよりよく理解して頂くことが、ロータリアンが快

く前向きにご寄付をして頂くことにつながることと

思います。

新 入 会 員 紹 介
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生年月日　昭和29年１月�7日

推 薦 者　桂木　正樹 会員

職業分類　自動車用ボディー製造

事業所名　トヨタ車体株式会社

役 職 名　常勤監査役

所属委員会　会場委員会

氏 名　豊
とよ

田
だ

　浩
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正
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生年月日　昭和36年３月７日

推 薦 者　加藤　英二 会員

職業分類　電力供給

事業所名　中部電力株式会社

役 職 名　刈谷営業所長

所属委員会　会場委員会

豊田　浩正 会員　浅岡　幸雄 会員


